
道
志
村
国
道
４
１
３
号
は
、
昭

和
57
年
４
月
に
主
要
地
方
道
か
ら

国
道
に
昇
格
さ
れ
て
以
来
、
交
通

量
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
で

は
私
た
ち
住
民
の
重
要
な
生
活
道

路
で
も
あ
り
、
ま
た
、
都
市
部
か

ら
富
士
五
湖
と
を
結
ぶ
幹
線
道
路

と
し
て
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
平
成
６
年
か
ら
道
志

み
ち
を
利
用
す
る
車
両
の
交
通
量

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
行

政
の
政
策
方
針
の
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
交
通
安
全
対
策
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
交
通
量

調
査
を
年
３
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成19年12月１日（８）

県
で
は
毎
年
、
障
害
を
も
つ
人
や
そ
の

家
族
の
方
な
ど
に
、
自
家
用
自
動
車
の
燃

料
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対

象

者

軽
自
動
車
税
ま
た
は
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
、
療

育
手
帳
Ａ
の
方
及
び
戦
傷
病
者
手
帳
第

２
項
症
以
上
の
方

◆
対
象
期
間

平
成
19
年
１
月
か
ら
12
月

の
１
年
間

◆
受
付
日
・
受
付
場
所

平
成
20
年
１
月
中
に
各
福
祉
保
健
事
務

所
ご
と
に
受
付
日
及
び
受
付
場
所
を
設
定

し
ま
す
。
平
成
17
年
度
か
ら
対
象
者
の
方

へ
の
個
別
通
知
を
廃
止
し
て
お
り
ま
す
。

時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ご
面
倒
で
も
ご

在
住
の
各
保
健
福
祉
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
、
手
続
き
漏
れ
と
な
ら

な
い
よ
う
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
持
ち
物

対
象
手
帳
、
印
鑑
、
車
検
証
、

預
金
通
帳
、
給
油
明
細
書
又
は
支
払
証

明
書

◆
問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
５-

２
２
３-

１
４
６
４

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５
５
５-

２
４-

９
０
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
５
５-

２
４-

９
０
３
７

道
志
村
役
場
住
民
健
康
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

５
２-

２
１
１
３

実施月日

５月３日(連休）

８月11日（土）

11月３日(土）

方　面

山中湖方面

津久井方面

山中湖方面

津久井方面

山中湖方面

津久井方面

4,943

2,461

3,854

1,855

2,502

2,143

5

4

15

5

2

2

25

20

62

53

44

39

12

7

83

68

50

36

799

628

531

397

679

457

152

67

38

37

93

45

5,936

3,187

4,583

2,415

3,370

2,722

9,123

6,998

6,092

乗用車 バス 普通貨物 大型貨物 バイク 自転車 計 合 計

平成19年度「年末の交通事故防止県民運動」の実施

運転は　人に社会に　思いやり
平成19年12月１日（土）～12月31日（月）まで！！

道
志
み
ち
交
通
量

調
査
の
結
果

県
民
の
日
記
念
行
事
が
11
月
10
日
・
11

日
の
２
日
間
、
甲
府
市
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
た
県
民
の
日
記

念
行
事
は
、
市
町
村
と
き
め
き
広
場
・
お

祭
り
広
場
・
地
域
お
こ
し
交
流
広
場
、
ま

た
新
酒
の
ワ
イ
ン
祭
り
や
県
錦
鯉
品
評
会

等
た
く
さ
ん
の
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
志
村
で
は
市
町
村
と
き
め
き
広
場
に
お

い
て
、
山
梨
い
い
も
の
市
に
参
加
し
て
、

特
産
品
の
生
ク
レ
ソ
ン
・
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
・

草
も
ち
・
こ
ん
に
ゃ
く
・
味
噌
・
は
ま
っ

こ
ど
う
し
等
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

10
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
の
降
る
寒
い

中
で
入
込
客
が
少
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
道
志
村
の
特
産
品
を
毎
年
楽
し
み

に
買
い
に
来
て
い
た
だ
く
人
が
い
ま
し
た
。

県民の日

記
念
行
事
に
参
加

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
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※
注
意
事
項

●
農
業
用
廃
プ
ラ
は
、
役
場
前
収

集
場
所
に
指
定
日
の
午
前
７
時

〜
10
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
時
間
に
は
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
廃
プ
ラ
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
系
な
ど
の
性
質

が
違
う
の
で
、
必
ず
種
類
ご
と

に
分
別
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
機
械
の
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
土
砂
は
除
去
し
、

ゴ
ミ
や
金
物
な
ど
の
異
物
は
絶

対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
梱
包
（
荷
造
り
）
す
る
時
、
分

類
Ⅰ
は
10
〜
15
kg
程
度
に
し
て
、

２
ヶ
所
ま
た
は
十
文
字
に
ヒ
モ

で
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

分
類
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
農
協

で
回
収
袋
を
購
入
し
て
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

法
律
で
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
。
農
家
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て
処
分
す

る
こ
と
と
な
っ
て
ま
す
。

道
志
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
利
用
を
目
的
に
収
集

し
て
お
り
貴
重
な
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

▼
収
集
場
所

役
　
場
　
前

▼
収
集
日

12
月
21
日
（金）

午
前
７
時
〜

午
前
10
時

▼
次
回
収
集
予
定

来
年
７
月
頃

に
な
り
ま
す
。

収
集
日
以
外
に
は

絶
対
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
観
光
課

農
政
係

電
話

52-

２
１
１
４

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

収

集

に
つ
い
て

農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク

回
収
分
類
表

分
類
Ⅰ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
・
ク
サ
ビ
肥
料
袋
・

育
苗
箱
・
苗
ポ
ッ
ト
・

ポ
リ
花
鉢
　
　
な
ど

分
類
Ⅱ
（
焼
却
処
分
）

防
鳥
ネ
ッ
ト
等

マ
ル
チ
類
　
な
ど

農
協
か
ら
処
理
代

と
し
て
回
収
袋
（
１

袋
５
０
０
円
）
を
事

前
に
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

平成20年度　浄化槽工事申込みについて 平成20年度　浄化槽工事申込みについて 平成20年度　浄化槽工事申込みについて 
平成20年度に実施する浄化槽工事の申込みを受付しています

受付期間 平成1９年１２月２０日（木）まで

予定基数 ７０基程度

費用は以下のとおりです。

加　入　金　　　　　 村からの補助　　　　実質負担額　

5人槽　　　　　８４，０００円　 ―　 ５０，０００円　＝　３４，０００円
7人槽　　　　１０５，０００円　 ―　 ７０，０００円　＝　３５，０００円
10人槽　　　　１２６，０００円　 ―　 ９０，０００円　＝　３６，０００円

使 用 料 １ヶ月2,100円×12ヶ月＝年間25,200円
（使用料は2ヶ月分ごとに山梨県民信用組合の口座引落しになります。）

浄化槽の点検及び汚泥の引抜きは役場が実施します

※ 11人槽以上は産業振興課浄化槽係までお問い合わせ下さい。

※ 申込み用紙は産業振興課にあります。

※ 申込みが多い場合には調査の上翌年度以降になる場合もあります。

※ 道志村に永年居住している方に限ります（別荘などは対象外です。）

問い合せ先 道志村役場産業振興課浄化槽係　TEL52-2114（直通）
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インフルエンザの発生は、年により異なりますが、典型的には毎年11月下旬から12月上旬頃

に始まり、翌年の1～3月頃に患者数が増加します。山梨県内においては昨季より２カ月半ほど

早く甲府市の小学校で、インフルエンザ流行による学年閉鎖との報道も認められています。

インフルエンザウイルスは感染を受けてから1～3日間の潜伏期間後、38℃以上の高熱、頭痛、

全身倦怠感、筋肉痛・関節痛等が突然出現。咳、鼻汁を併発し、約1週間の経過で軽快するのが

典型的です。そのため高齢者や、慢性疾患を持つ患者、糖尿病などの代謝疾患・免疫機能が低

下している人では、病状が悪化し、細菌感染症による肺炎、気管支炎を起こしやすくなり、入

院や死亡の増加を認めます。小児では中耳炎の合併、熱性痙攣や気管支喘息の誘発、急性脳症

の増加の可能性を認め親にとっては心配になります。受験生ではなおさらでしょう。

治療としては症状にあわせて緩和するための投薬がなされ、また細菌感染を伴う可能性のあ

る人では抗生剤の投薬をおこないます。抗ウイルス薬では昨年と同様10代の子供では投薬が禁

止されております。漢方薬が現在注目されていますが、体質によりすべての人に効果をしめす

訳ではありません。

予防が一番大事になります。人混みを避ける、特にマスクを着用する(咳により1～2メートル近

辺まで飛沫します)、外出後のうがいや手洗い（接触感染の予防です）、室内の湿気を保つ、予防

接種を受けることが挙げられます。

インフルエンザワクチンは、感染や発症そのものを完全に防ぐことではないのですが、重症

化や合併症の発生を予防する効果が認められ、65歳以上の高齢者(特に施設入所者)、学校に通学

している(特に受験生)、医療従事者、基礎疾患のある小児、妊娠14週以降の妊婦では必要となり

ます。例えば高齢者では、死亡の危険を

20％に大幅に減少させる報告を認めます。

流行の年には、死亡者数および肺炎死

亡者数が増加、慢性基礎疾患（特に循環

器疾患）による死亡者数が増加します。

インフルエンザにかかったなと思う場合

には早めに医療機関へ受診をしましょう、

また受診の際にはマスクの着用がマナー

であることも理解しましょう。

(参考文献)
国立感染症予防研究所：感染症情報センターホーム

ページ

Advisory Committee on Immunization 

Practices (ACIP)：MNWR 48,PR-4：1-28,1999

2007.11.10 朝日新聞記事

診 療 所 だ よ り

11/28 

5

12

19

26

3

11/25 11/2611/27 
午前：胃カメラ

11/29 
研修のため休診

11/30 1
午前中のみ診察

2 4
午前：胃カメラ

6
研修のため休診

7 8
午前中のみ診察

9 10 11
午前：胃カメラ

13
研修のため休診

16 18
午前：胃カメラ

20
研修のため休診

21

24
振替休日　

23
天皇誕生日

25
午前：胃カメラ

27
研修のため休診

28
御用納め

29
休診

1/2
休診　

31 
大晦日

30
晦日

1/1
元旦

1/3
休診

1/4 1/5
午前中のみ診察　

12月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

17

14 15
午前中のみ診察

22
午前中のみ診察

今回はインフルエンザについて記載したいと思います
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●●● 学校だより 道志中学校 (第33号）●●●

２
年
生
は
10
月
30
日
（
火
）
に
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
、
東
京
都
江
東
区

夢
の
島
公
園
内
に
あ
る
第
五
福
竜
丸
展
示
館

を
見
学
し
ま
し
た
。

第
５
福
竜
丸
は
、
昭
和
29
年
３
月
１
日
に

太
平
洋
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
あ
る
ビ
キ
ニ

環
礁
で
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
水
爆
実
験
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
木
造
漁
船
で
す
。
水
爆
は

原
爆
の
千
倍
の
威
力
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

３
月
14
日
焼
津
港
に
帰
っ
た
福
竜
丸
は
、
大

変
な
放
射
能
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
マ
グ
ロ

は
廃
棄
さ
れ
、
乗
組
員
23
名
は
全
員
急
性
放

射
能
症
で
東
京
の
病
院
に
入
院
。
無
線
長
だ

っ
た
久
保
山
愛
吉
さ
ん
は
、
同
年
９
月
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。

久
保
山
さ
ん
は
、
人
類
初
の
水
爆
犠
牲
者

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
妻
で
あ
る
す
ず

さ
ん
は
、
原
水
爆
禁
止
運
動
を
世
界
に
広
げ

る
た
め
に
一
生
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
生
き

様
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
は
、
夏
の
宿
泊
学
習

の
平
和
集
会
で
、
元
焼
津
中
学
校
校
長
の
飯

塚
利
弘
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
今

回
の
見
学
で
、
実
際
に
展
示
品
を
見
て
、
核

の
恐
ろ
し
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
心
に
深
く

刻
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
修
学
旅

行
で
広
島
を
訪

ね
、
核
の
惨
禍
を

目
の
あ
た
り
に
し
、

平
和
な
社
会
を
築

く
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
る

学
習
へ
と
発
展
し

て
い
き
ま
す
。

10
月
22
日
（
月
）
に
隔
年
で
行
わ
れ
て
い

る
小
中
合
同
芸
術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
風
の
子
」
は
、
昭
和
25
年
創
立
の
歴
史
あ

る
劇
団
で
す
。
こ
の
劇
は
、
少
年
ス
キ
ッ
パ

ー
が
旅
人
と
出
会
い
、
森
の
住
人
た
ち
と
共

に
海
賊
の
宝
を
探
し
求
め
て
い
く
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
、
本
当
の
宝
と
は
何
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
物
語
で
す
。

ラ
イ
ト
も
暗
幕

も
使
わ
ず
、
た
だ

あ
ち
こ
ち
に
白
い

樹
が
あ
る
幻
想
的

な
舞
台
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
不
思
議

な
世
界
が
広
が

り
、
体
育
館
は
深

い
森
と
な
り
、
観

客
も
森
の
住
人
の

よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

８
名
の
役
者
さ
ん
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
表

情
や
体
の
動
き
か
ら
、
演
技
を
す
る
上
で
の

多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。
森
の
中
の
住

人
た
ち
が
物
語
の
中
の
人
物
に
な
る
変
わ
り

目
や
、
話
が
行
っ
た
り
戻
っ
た
り
す
る
と
こ

ろ
が
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
迫

力
あ
る
演
技
に
釘
付
け
と
な
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
70
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
劇
を
み
な
が
ら
、
ス
キ
ッ

パ
ー
や
森
の
住
人
た
ち
に
自
分
の
姿
を
重
ね

合
わ
せ
、
「
人
に
は
十
人
十
色
の
個
性
が
あ

る
こ
と
」
「
仲
間
を
信
じ
協
力
し
合
う
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
」
な
ど
を
学
び
取
っ
た
と
思

い
ま
す
。

公
演
費
用
は
村
が
全
額
負
担
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
生
の
舞
台
に
触
れ
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
村
の
対
応

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

校
内
強
歩
大
会
を
控
え
た
10
月
19
日
（
金
）

に
、
全
校
生
徒
・
職
員
を
対
象
に
心
肺
蘇
生

法
の
実
技
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所
か
ら
４
名
の

講
師
に
来
て
い

た
だ
き
、
丁
寧

な
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
気
道
確
保

や
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
や
り
方

を
一
人
一
人
体

験
し
ま
し
た
。

雨
の
た
め
延
期
と
な
っ
た
校
内
強
歩
大
会

が
、
10
月
29
日
（
月
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
医
の
浅

川
先
生
駐
在
所
の
桂
原
巡
査
部
長
、
消
防
署

の
職
員
３
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理
事
20
名
の
み
な

さ
ん
に
安
全
確
保
の
面
か
ら
多
大
な
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
国
道
の
舗
装

工
事
業
者
さ
ん
に
も
１
日
作
業
を
遅
ら
せ
て

も
ら
う
な
ど
、
都
合
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
体
調
不
良
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
８
名

を
除
く
45
名
が
、
13
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
み
ご

と
に
完
走
し
ま
し
た
。

沿
道
に
、
ご
家

族
・
ご
近
所
の

方
々
・
か
わ
い
い

園
児
た
ち
が
多
数

応
援
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
声
援
に
背
中

を
押
さ
れ
る
よ
う

に
走
る
生
徒
の
姿

が
、
た
く
ま
し
く

見
え
ま
し
た
。

６
位
入
賞
者

１
位
　
佐
藤
　
那
央
（
１
年

男
子
）

杉
本
亜
李
砂
（
１
年

女
子
）

２
位
　
佐
藤
　
儀
樹
（
３
年

男
子
）

池
谷
　
千
明
（
２
年

女
子
）

３
位
　
山
口
　
美
樹
（
２
年

男
子
）

出
羽
　
史
恵
（
２
年

女
子
）

４
位
　
佐
藤
　
　
祐
（
１
年

男
子
）

池
谷
　
彩
香
（
２
年

女
子
）

５
位
　
渡
辺
　
健
太
（
１
年

男
子
）

池
谷
ま
り
な
（
３
年

女
子
）

６
位
　
佐
藤
　
伸
哉
（
１
年

男
子
）

山
口
明
日
香
（
２
年

女
子
）

今
年
も
「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
三
年
生
が
応
募
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
杉
本
有
華
さ
ん
の
「
心
を
つ
な

げ
る
税
金
」
が
、
大
月
税
務
署
管
内
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
（
金
賞
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

先
日
、
校
長
室
に
て
当
連
合
会
の
代
表
者

よ
り
賞
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
本
校
は

近
年
、
連
続
受
賞
し
て
い
ま
す
。

第
５
福
竜
丸
見
学

小
中
合
同
芸
術
鑑
賞
会

劇
団
風
の
子
公
演

「
森
の
な
か
の
海
賊
船
」

心
肺
蘇
生
法
実
技
講
習
会

校

内

強

歩

大

会

見
事
、
金
賞
お
め
で
と
う



●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

モ
デ
ル
事
業
実
施

都
会
か
ら
移
住
し
た
シ
ニ
ア
世
代
が
地

域
に
と
け
込
み
、
人
材
と
し
て
そ
の
経
験

と
知
識
を
活
か
し
た
福
祉
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
の
実
施

・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
デ
イ
利
用
者
の
送
迎
）

毎
週
木
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
前

10
時
　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分
ま
で

・
食
事
サ
ー
ビ
ス
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
一
人
暮
ら
し
等
に
食
事
の
配
達
）

毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

ま
で

平成19年12月１日（12）

小善地　杉山和雄さん

邦子さん

川崎から道

志に移り住ん

でこの12月

で丸４年。豊

かな自然と清

流に魅せられ

ながら、ご近所のみなさんに日々お世

話になり、また、村の方々にも親しく

お付き合いいただいて、道志での生活

を楽しんでいます。

この間、体育大会や納涼盆踊り、

「五感のつどい」など村の諸行事に参

加し、お陰さまで村の方々との交流が

進み喜んでいます。同時に、若い人た

ちがいろいろな行事に参加し「会」を

盛り上げ、支えていることに感心して

います。心温かい村の人たちと若い人

の元気な行動が、道志村の新しい村づ

くりを進めているものと感じています。

私たちは、元気な時にできることは

やろうと、ボランティア「あすなろ会」

に参加しお手伝いしています。また、

「稲作体験の会」を山口達夫さんご夫

妻の全面的なご指導・ご援助をいただ

いて立ちあげ、道志の米づくりを体験

しています。これには、東京や横浜な

どから多いときは60名も参加してい

ます。

これからもいろいろな方々にお付き

合いいただきたいと思っています。よ

ろしくお願いします。

経
済
産
業
省
・
山
梨
県
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査

票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象

製
造
業
を
営
む
事
業
所

（
調
査
票
の
提
出
は
従
業
者
数
４
人
以

上
の
事
業
所
）

◆
調
査
実
施
時
期

平
成
19
年
12
月
中
旬

か
ら
平
成
20
年
１
月

◆
問
い
合
わ
せ

統
計
調
査
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
７

道
志
村
役
場
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

52-

２
１
１
１

内
　
容

平
成
20
年
４
月
に
小
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

に
対
し
て
、
県
よ
り
「
ひ
と
り
親
家
庭
小

中
学
校
入
進
学
支
度
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

●
県
内
在
住
で
あ
る
こ
と
。

●
平
成
20
年
４
月
に
山
梨
県
内
の
小
中
学

校
（
聾
学
校
、
盲
学
校
、
養
護
学
校
を
含

む
。
）
へ
入
進
学
す
る
児
童
を
監
護
し
、

生
計
を
同
一
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育
者
を
含
む
。
）

で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活

支
援
施
設
を
含
む
。
）
に
入
所
中
の
児
童

並
び
に
里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

●
平
成
19
年
度
（
平
成
18
年
分
）
の
所
得

税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

●
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

支
給
額

入
進
学
す
る
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円

申
請
期
限

平
成
20
年
１
月
31
日（
木
）

※
平
成
20
年
１
月
１
日
以
降
に
上
記
要
件

へ
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
も

し
く
は
１
月
31
日（
木
）ま
で
に
申
請
が
出

来
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
平
成
20
年
３
月

31
日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
請
用
紙
は
、
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事

務
所
も
し
く
は
道
志
村
役
場
に
あ
り
ま
す
。

提
出
場
所
　
〒
４
０
３-

０
０
０
５

富
士
吉
田
市
上
吉
田
１-

２-

５

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課
　
児
童
生
保
担
当

問
い
合
わ
せ
先

道
志
村
役
場
　
住
民
健
康
課

母
子
福
祉
担
当
　
電
話
52-

２
１
１
３

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

―

製
造
業
事
業
所
の
皆
様
へ

―

道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入

進
学
支
度
金
支
給
に
つ
い
て

●
道
志
案
内
仕
隊
養
成
講
座

村
の
名
所
・
旧
跡
を
学
ん
で
観
光
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
月

第
３
火
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
よ
り

２
月

第
３
火
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
よ
り

３
月

第
３
火
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
よ
り

場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
道
志
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

※
希
望
者
は
道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
道
志
の

湯
利
用
券
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

●
12
月
は
歳
末
助
け
合
い
義
援
金
の

募
集
が
始
ま
り
ま
す

赤
い
羽
根
募
金
と
共
に
地
域
の
役
員
さ

ん
が
各
家
庭
を
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
　
道
志
村
社
会
福
祉
協

議
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

52-

２
０
７
２
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経
済
産
業
省
・
山
梨
県
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使

わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な

ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査

票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象

製
造
業
を
営
む
事
業
所

（
調
査
票
の
提
出
は
従
業
者
数
４
人
以

上
の
事
業
所)

◆
調
査
の
内
容

１
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の

出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど

◆
調
査
実
施
時
期

平
成
19
年
12
月
か
ら
平
成
20
年
１
月

◆
問
い
合
わ
せ

統
計
調
査
課

電
話

０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
７

道
志
村
役
場
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

52-

２
１
１
１

10
月
21
日
今
年
も
水
辺
の
感
謝
の
日
に

ち
な
み
道
志
村
漁
業
協
同
組
合
、
道
志
川

リ
バ
ー
キ
ー
パ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
ガ
イ
ド
協
会
の
三
団
体
で
道

志
川
の
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
善
之
木
地
区
か
ら
神
地
石
原
橋

ま
で
の
２
・
５
キ
ロ
を
８
人
で
清
掃
し
ま

し
た
が
、
台
風
９
号
の
通
過
後
の
た
め
ゴ

ミ
が
少
な
い
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
ら
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
ご
み
の
量
で
し
た
。

き
れ
い
で
美
味
し
い
水
源
地
を
守
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
清
掃
活
動
を
継
続
し

て
い
た
だ
く
様
に
又
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

―

製
造
業
事
業
所
の
皆
様
へ

―

道
志
川
清
掃
の
実
施

美
味
し
い
お
米
を

頂
き
ま
し
た

道
志
村
稲
作
体
験
の
会
の
皆
さ
ん
が
今

年
も
収
穫
し
た
米
を
11
月
６
日
に
公
共
施

設
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
保
育
所
・
給
食
セ

ン
タ
ー
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
回
収
穫
し

た
米
は
４
０
０
Ｋ
と
昨
年
よ
り
多
く
収
穫

さ
れ
、
道
志
村
の
澄
み
切
っ
た
空
気
と
山

間
を
流
れ
る
清
ら
か
な
水
で
美
味
し
い
お

米
と
な
り
頂
い
た
皆
さ
ん
は
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。 慶

弔

板
　
　
橋
　
加
藤
　
三
佳
み

か

ち
ゃ
ん加

藤
修
央

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

大
　
　
渡
　
佐
藤
　
花
子

73
歳

忍
　
野
　
村
　
　
　
　
長
田
　
陽
三

上

白

井

平
　
　
　
　
水
越
　
景
子

末
永
く
、
お
幸
せ
に(
結
婚)

（

入　札　結　果

神地浄化槽工事

釜之前浄化槽工事

川原畑浄化槽工事

竹之本浄化槽工事

久保浄化槽工事

18

19

20

21

22

工事
番号

㈱渡建工業

長田産業㈱

㈱佐藤工業所

㈲佐藤設備

㈲七里緑化

5,750,000

6,710,000

6,100,000

5,950,000

6,200,000

6,000,000

7,090,000

6,250,000

6,140,000

6,470,000

11月7日～1月25日

11月7日～1月25日

11月7日～1月25日

11月7日～1月25日

11月7日～1月25日

㈱佐藤工業所・㈱渡建工業・長田産業㈱・
㈲佐藤設備・㈲七里緑化

㈱佐藤工業所・㈱渡建工業・長田産業㈱・
㈲佐藤設備・㈲七里緑化

㈱佐藤工業所・㈱渡建工業・長田産業㈱・
㈲佐藤設備・㈲七里緑化

㈱佐藤工業所・㈱渡建工業・長田産業㈱・
㈲佐藤設備・㈲七里緑化

㈱佐藤工業所・㈱渡建工業・長田産業㈱・
㈲佐藤設備・㈲七里緑化

工　事　名 落札者 落札金額 予定価格 工　　期 指　名　業　者

道志村診療所
レントゲンシステム整備13

契約
番号

豊前医科㈱ 11,960,000 12,250,000 10月18日～12月16日 豊前医科㈱・マコト医科精機㈱・㈱ムトウ山梨・
㈱やまひろクラヤ三星堂

工　事　名 落札者 落札金額 予定価格 工　　期 指　名　業　者

平成19年11月５日実施の浄化槽工事の入札結果について公表いたします。

平成19年10月16日実施の物品購入の入札結果について公表いたします。

福祉センターに贈呈
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人口　2,052人　男1,024人　女1,028人　世帯数 620世帯（H19.11.１現在）

第324号

平成19年12月１日

日 月 火 水 木 金 土

つぼみっこくらぶ
（PM2:00福祉センター）

議会運営委員会
（PM3:00）

英会話教室
（PM7:00中央公民館）

ビリーズブートキャンプ
教室 (PM7:00中央公民館）

民生委員・児童委員委嘱式
(PM1:30役場）

ヨガ教室
（PM7:30福祉センター）

定例村議会開会

日印交流事業・イ
ベント舞踊
（PM1:00道志中）

ビリーズブートキャンプ
教室 (PM7:00中央公民館）

水源の森冬期休業
（12／15～2／29）

道志小学校卒業
写真撮影（PM1:00）

ヨガ教室
（PM7:30福祉センター）

つぼみっこ・クリス
マス会
（AM10:30福祉センター）

教育委員会（PM3:00）

ビリーズブートキャンプ
教室（PM7:00中央公民館）

乳幼児健診
（PM1:30福祉センター）

道志中学校親子料
理教室（PM0:30）

資源ごみ収集日

大月警察署　日の出
暴走取締り(役場前）

道志渓谷餅つき
大会 (道の駅どうし）

1日

2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日

9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日

16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日

23日 24日

30日 31日

12 月 行 事 予 定

平成19年12月１日（14）

天皇誕生日 振替休日

農業委員会（PM3:00）

固定資産税第３期
納期

25日
介護予防運動教室
（PM1:30福祉センター）

26日
ビリーズブートキャンプ
教室 (PM7:00中央公民館）

27日
仕事納め

ビリーズブートキャンプ教
室(PM7:00中央公民館）

道の駅どうし年末年始特
別休暇（12/28～1／1）

道志の湯年末休業
（12/28～12／31）

28日
福祉センター年末
年始休業
（12/29～1／3）

29日

1/4 仕事始め　　1/6 新春道志～山中～忍野駅伝　　1/11 中学校始業式　　1/13 成人式　　1/14 消防団出初式　
1/15 小学校始業式

この広報紙は環境保護のため、古紙配合率100％の
再生紙、大豆油インキを使用しています。

固 定 資 産 税（第3期）

英会話教室
（PM7:30中央公民館）

介護予防運動教室
（PM1:30福祉センター）

菊（一輪菊） 佐藤ひさよさん（大室指）

杉本　肴星
こうせい

くん（大指）
平成17年９月11日生
父 真一さん　母 妙子さん

秋
を
象
徴
す
る
花
で
こ
の
大
菊
は
観

賞
用
と
し
て
き
れ
い
に
た
く
さ
ん
咲

い
て
い
ま
し
た
。


